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１．はじめに

現在，日本の 65 歳以上人口は 3500 万人を超え，高齢化率は過去
最高の 28.4％となった（厚生労働省，2020）。今後，さらなる高齢化
が予測される中で，老年期に限らず，老年期への移行期となる中年
期後半に関する研究の重要性及び必要性はますます高まると考えら
れる。
中年期以降の発達段階に焦点を当てるとき，ネガティブな事象と
イメージが付随しがちである（権藤・中川・石岡，2017）。その例と
しては，加齢に伴う生物学的能力の低下や疾患の増加，家族や友人
との死別や定年退職などによる関係性や社会的役割の減少などがあ
げられる。かつての発達心理学においては，発達による急速な変化
は青年期の終わりにピークを迎え，成人期以降は研究対象となるよ
うな発達的変化は生じないと仮定されていた。つまり，その後の変
化は発達ではなく減退や加齢として捉えられていた（佐藤，2007）。
実際に，視覚や聴覚といった感覚機能，筋力や柔軟性といった運動
機能，判断や情報処理の速度などの認知機能は加齢とともに低下す
る（増本，2014）。
一方で，現在の高齢者においては，10 ～ 20 年前と比較して加齢

に伴う身体的機能変化の出現が 5～ 10 年遅延している「若返り」現
象がみられる（高齢者に関する定義検討ワーキンググループ ,2017）。
また，現役を引退した老年期以降においても，生活上問題なく過ご
す期間が増加していることは，健康寿命の推移を見ても明らかであ

る（厚生労働省，2020）。さらに，身体に限らず意識においても「若
返り」は生じている。「どのくらいの年齢から高齢者になると思うか」
についての意識調査では，70 歳以上と回答した者が 29.1％おり，以
下 75 歳以上が 27.9％，80 歳以上が 18.4％，65 歳以上が 6.4％と続
いている（内閣府，2015）。これらから，身体的・精神的にも従来の
高齢者イメージに該当する年齢は上昇傾向にあるといえる。
このように，現在はステレオタイプである弱者としての高齢者像

とは異なった，健康で自立した高齢者が増加している。年をとって
も強く，逞しく生き抜く高齢者の姿は，後進の世代にとっても今後
の人生に希望を与えるものとなるだろう。しかしながら，人は誰し
も必ず老いて死に至ることを考慮すれば，加齢に伴う衰えや喪失の
経験，自ら自覚する「死」を人生の上で位置づけることは，中年期
および老年期の重要な心理的発達課題の一つであり，特に老年期に
おいてはより良く生きるために必要な課題であると考えられる（丹
下・西田・富田・安藤・下方，2013）。高齢者の現状を反映した研究
の観点として，老いることにネガティブな印象を持ち，健康を喪失し，
その意志に反して弱りゆくといった従来の高齢者イメージではなく，
心身の機能の衰えや低下を伴いつつも，老いつつ生きることに積極
的に取り組む高齢者イメージとして捉えることが求められる。こう
した生きることへの積極性には，どのような要因が関連するのかを
明らかにしていくことは，今後の中年期以降の発達について理解を
深めることに有用であると考えられる。本稿では，こうした老年期
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の現状を踏まえ，中年期～老年期の発達を捉える新たな視点を検討
していく。

２．時間的要素を含む中年期～老年期の発達的特質

（1）時間的展望
人生後期の発達的適応の検討を行う際に取り上げられる重要な心
理的変数の一つに時間的展望がある。園田（2007）は，時間的展望
の過去・現在・未来という連続性という側面に，Eriksonの提唱した
アイデンティティが関連することを指摘している。中年期以降のア
イデンティティ発達に関する時間的展望を含めた検討はこれまでに
も行われており（岡本，1985；堀内，1993；宮田，2001），個人の発
達を捉える意味ある重要な指標とされている。時間的展望は研究者
により異なる定義が用いられているが，Lewin（1951 猪俣訳 1979）
は「ある一定の時間における個人の心理的過去及び未来についての
見解の総体」と定義づけており，多くの研究がこの枠組みの中で時
間的展望を捉えている。また，白井（1997）は時間的展望の機能に
ついて「個人が現在の直接的な状況に規定されながらもそれから離
れたり，人格や自己の統合を果たしたり，共同化を促したりする働
きがあり，それによって，行動と人格の自由の獲得を可能にする」
と述べている。つまり，時間的展望は，個人の動機づけや自我の発
達といった広範囲に影響を及ぼし，行動を理解するうえで重要な概
念である（都筑，1982）といえる。
これまでなされてきた中年期の時間的展望に関する研究から，中
年期まで拡大してきた時間的展望を中年期には人生の終わりから残
された時間として考えるという逆転が生じ，この時間的展望の転換
が中年期における危機の 1つにあげられている（白井，2007）。また，
白井（1997）は，時間的展望において青年期では未来指向の獲得が
重要であったのに対して，中年期で現在指向への変化が課題となる
ことを指摘している。さらに，柏尾（2000）による時間的指向性の
年代別の比較からは，高齢になるにつれて「今・現在」の重要性が
強まることが示唆されている。特に，中年期後半から老年期にかけ
ては，職業生活における定年退職や家族関係における子どもの自立
などに代表されるように，危機となり得るような転換が生じるタイ
ミングにあり，この時期の時間的展望の変化を把握する上でこうし
た危機を乗り越えるという観点から検討することも重要であるとい
える。
中年期以降では時間的展望における現在の重要性が高まることが
示されているが，過去，未来についての検討意義を失うものではな
い。たとえば，日潟・岡本（2008）は，中年期の時間的展望と精神
的健康について検討を行い，40 代においては過去の受容が精神的健
康に影響することを指摘している。また，五十嵐・氏家（1999）は，
中年期には個人ではなく，時間的展望として家族の変化を基にした
将来を描いており，それらが中年期における家族関係の変化など取
り組むべき課題とその対処に関連することを示している。
他方，老年期の発達に関する研究では，回想やライフレビューを
用いた検討が行われており，これまでの自分の人生や過去を顧みる
際の態度，評価などの語りと，主観的幸福感やモラールといった現
在の適応との関連などがとりあげられている。また，白井（1997）
や都筑（1982）が指摘するように，時間的展望が個人の様々な側面
に影響を与えており，過去との向き合い方が現在の自身のありかた

と関連していることも明らかにされている。
さらに，老年期では Eriksonにより自我の統合（ego-identity）が心
理社会的課題になると提言されている（Erikson,1950 仁科訳 1977）。
この自我の統合とは「これまでの経験，生きてきた自分の人生を受
容し，死を受け入れる」ことを意味しており，老年期の回想と自我
の統合の関連などが検討されている（山口，1996）。一方，野村（2002）
は高齢者が過去を回想して述べる自己語りと心理社会的課題の達成
度について検討し，整合・一貫した語りを構成することと達成度の
関連を見出し，老年期においては過去の自分を想起し「意味」を与
えることが自我の統合に取り組む上で大きな役割を果たすとしてい
る。
以上のように、中年期以降の時間的展望に関して，現在の重要性

が高まるだけではなく、過去や未来が，現在の自己の状態や課題へ
の取り組みに関連することが示唆されている。
（2）Generativity（世代継承性）
従来は中年期の課題とされてきたGenerativityが老年期にかけても
様々な意味を持つことが報告されている（小澤，2012）。Generativity

とは，「①次世代を生み出すことと育てること，次世代の成長に関心
を注ぎ，関与すること，②ものを生み出すこと，創造すること，③
他者を支えることなどが包含される」（岡本，2018，p.3）ものである。
Erikson自身，当初は主に親役割におけるGenerativityを論じていたが，
後に子孫を生み出すだけではなく，創造性を包含する概念であると
している（Erikson & Erikson,1997 村瀬・近藤訳 2001）。Generativity

が中年期に限らず老年期においても発達するという研究結果が得
られており（丸島，2000），Generativityという課題を達成すること
が自我の統合へ寄与することが検証されている（Hannah, Domino, 

Figueredo, & Hendrickson,1996）。また，これまでの Generativityに関
する研究から，Generativityが適応に関する心理的変数（幸福感，自
尊心，精神的健康など）とは正の相関を，非適応的な心理的変数（情
緒不安定性，抑うつなど）とは負の相関を持つことが報告されてい
るが（小澤，2012），心理社会的発達の観点のみならず，より良く生
きるという点からも，中年期以降の Generativityについての多様な観
点から研究が望まれる。

Generativity の理論的検討として，McAdams&Aubin（1992）は 7
つの構成要素モデルを提示しており（Figure1），讃井・河野（2014）
は高齢者の Generativityを喚起させるためにはこの中の「関心」と「行
動」が重要な要因であると述べている。このMcAdamsらのモデル
では個人と環境（文化）の相互作用により Generativityが構成され
るとしており，この観点から福島・沼山（2019）は，個人が実子へ
の養育活動だけでなくボランティアや市民活動といった社会活動に
よって Generativityを発達させる可能性を指摘している。
このように，中年期以降老年期に至っても後の世代を育てる点で
未来という時間を指向した行動をすることが，自身の現在の課題へ
の取り組みにつながり，個が発達していくことに寄与すると考えら
れる。
このように，中年期以降の時間的展望や Generativityにおいては，
これまで重要とされてきた現在だけでなく未来についても検討して
いくことが，個々の発達を捉える上で必要であると考えられる。く
わえて，とりわけ中年期以降の未来という時間を取り上げる際には，
従来から指摘されてきた加齢にともない個人の未来を肯定的に捉え
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られなくなること（Erikson，1959 西平・中島訳 2011；下仲，1988）
や，高齢者の時間的展望が青年とは質的に異なること（原田，2001）
などを統合することが求められる。

３．時間的要素を説明する理論的枠組み

（1） SOC理論（selective optimization with compensation:補償を伴う選
択的最適化理論）
時間的経過に伴う老化や喪失を含めた発達を捉える理論として

は，活動理論や離脱理論，継続性理論などが以前より取り上げられ
てきたが，代表的なものとして SOC理論 （Baltes,1997）があげられ
る。Baltes（1997）は，常に獲得（gain）と喪失（lose）が同時に生じ，
その力動的相互作用によって成長と老化が生起すること，その特徴
を捉えることが発達を捉えることであるとし，高齢になるにつれ低
下していく心身の機能や活動水準，活動範囲に対して，人は SOC理
論を適用して対処し，適応していくとしている。つまり，低下した
状態に合わせて範囲や目標をより狭い領域で探索（選択）し，機能
の低下を補う方法や手段を得て（補償），適応する機会を増やす（最
適化）のである。加齢に伴い喪失は増加し獲得は減少するため，特
に老年期においては，SOC理論に基づく対処により人は発達的適応
が可能であると考えられている。
（2） 社会情動的選択性理論（Socioemotional Selectivity Theory;以下

SST）
SSTは Carstensen（2006）により提唱された時間的展望の知覚と

人の思考や行動の関連を説明する理論の一つであり，時間的展望が
動機づけにおいて重要な役割を果たし，その縮小により目標設定や
個人の選好，注意や記憶のような認知過程が変化するとされている。
つまり，未来の時間的展望において自身の時間を有限と知覚するか
無限と知覚するかにより，個人の考えや行動が影響されることを指
摘している。たとえば，時間が無限であると認識される場合，人は

情報や知識を得ることなどを優先し，情動的，情緒的満足を得られ
なくても，将来的に自身にとって有益となる知識や情報の獲得でき
る目標を設定し，選択を行う。一方，時間が有限であると認識され
る場合，人は将来的な利益やアドバンテージとなる情報や知識より
も現在を重視し，自身の情動的，情緒的満足を優先した目標を設定し，
選択を行う。これは，人間関係の選択やその目的においても同様で
あるとされており，時間的な終わりが近づくにつれて，心理的，情
緒的に満足が得られるより近しいパートナーと過ごす時間が増加し，
それが日常生活における情緒調整への関心の増大と関連しているこ
とが示唆されている（Carstensen,Isaacowitz,&Charles,1999）。
これまでの研究から，未来の時間的展望は加齢とともに短くなる
ことが明らかにされており（都筑，1982），加齢に伴い時間の有限性
の知覚は増加し，時間が無限であるという知覚は減少するものと考
えられ，時間的展望と年齢に関する先行研究がこのことを支持して
いる（Fung.&Carstensen,2003；池内・長田，2013 など）。加えて，目
標や選好などの変化は，加齢のみに伴って生じるのではなく，時間
の有限性が知覚されるような文脈（例えば，転居，病気，戦争など）
においても生じるとされている。つまり，若者であれ高齢者であれ，
個人の知覚する時間の有限性が社会における目標選好を変化させる
のである（Carstensen et al.,1999）。したがって，これまで態度におけ
る年齢の違い，もしくは加齢に伴う衰えの結果によるものとされて
きた若者と高齢者間の数多くの差異は，SSTにおいてはいずれによ
るものでもないことが明らかにされている（Carstensen,2006）。
先にあげた SOC理論と同様に，SSTも老年期の発達的特質の解明

に適用されており，たとえば老年期において身体機能の低下やネガ
ティブな経験が増加するにもかかわらず，生活へ適応し，幸福感が
上昇する現象であるエイジングパラドックスを説明している（伊藤・
中川，2012；権藤，2018）。
老年期という発達的特質を説明する上でのこれら 2つの理論の有

Figure 1　Seven features of generativity.(McAdams,&Aubin,1992,p.1005,Figure1)
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以下SST） 
SST はCarstensen(2006）により提唱された時間的展望の知覚

と人の思考や行動の関連を説明する理論の一つであり，時間的展

望が動機づけにおいて重要な役割を果たし，その縮小により目標

設定や個人の選好，注意や記憶のような認知過程が変化するとさ

れている。つまり，未来の時間的展望において自身の時間を有限

と知覚するか無限と知覚するかにより，個人の考えや行動が影響

されることを指摘している。たとえば時間が無限であると認識さ

れる場合，人は情報や知識を得ることなどを優先し，情動的，情

緒的満足を得られなくても，将来的に自身にとって有益となる知

識や情報の獲得できる目標を設定し，選択を行う。一方，時間が

有限であると認識される場合，人は将来的な利益やアドバンテー

ジとなる情報や知識よりも現在を重視し，自身の情動的，感情的

満足を優先した目標を設定し，選択を行う。これは，人間関係の

選択やその目的においても同様であるとされており，時間的な終

わりが近づくにつれて，心理的，情緒的に満足が得られるより近

しいパートナーと過ごす時間が増加し，それが日常生活における

情緒調整への関心の増大と関連していることが示唆されている

（Carstensen,Isaacowitz,&Charles,1999）。 
 これまでの研究から，未来の時間的展望は加齢とともに短くな

ることが明らかにされており(都筑，1982)，加齢に伴い時間の有

限性の知覚は増加し，時間が無限であるという知覚は減少するも

のと考えられ，時間的展望と年齢の関する先行研究がこのことを

支持している（Fung.&Carstensen,2003；池内・長田，2013，な

ど）。加えて，目標や選好などの変化は，加齢のみに伴って生じる

のではなく，時間の有限性が知覚されるような文脈（例えば，転
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の現状を踏まえ，中年期～老年期の発達を捉える新たな視点を検討
していく。

２．時間的要素を含む中年期～老年期の発達的特質

（1）時間的展望
人生後期の発達的適応の検討を行う際に取り上げられる重要な心
理的変数の一つに時間的展望がある。園田（2007）は，時間的展望
の過去・現在・未来という連続性という側面に，Eriksonの提唱した
アイデンティティが関連することを指摘している。中年期以降のア
イデンティティ発達に関する時間的展望を含めた検討はこれまでに
も行われており（岡本，1985；堀内，1993；宮田，2001），個人の発
達を捉える意味ある重要な指標とされている。時間的展望は研究者
により異なる定義が用いられているが，Lewin（1951 猪俣訳 1979）
は「ある一定の時間における個人の心理的過去及び未来についての
見解の総体」と定義づけており，多くの研究がこの枠組みの中で時
間的展望を捉えている。また，白井（1997）は時間的展望の機能に
ついて「個人が現在の直接的な状況に規定されながらもそれから離
れたり，人格や自己の統合を果たしたり，共同化を促したりする働
きがあり，それによって，行動と人格の自由の獲得を可能にする」
と述べている。つまり，時間的展望は，個人の動機づけや自我の発
達といった広範囲に影響を及ぼし，行動を理解するうえで重要な概
念である（都筑，1982）といえる。
これまでなされてきた中年期の時間的展望に関する研究から，中
年期まで拡大してきた時間的展望を中年期には人生の終わりから残
された時間として考えるという逆転が生じ，この時間的展望の転換
が中年期における危機の 1つにあげられている（白井，2007）。また，
白井（1997）は，時間的展望において青年期では未来指向の獲得が
重要であったのに対して，中年期で現在指向への変化が課題となる
ことを指摘している。さらに，柏尾（2000）による時間的指向性の
年代別の比較からは，高齢になるにつれて「今・現在」の重要性が
強まることが示唆されている。特に，中年期後半から老年期にかけ
ては，職業生活における定年退職や家族関係における子どもの自立
などに代表されるように，危機となり得るような転換が生じるタイ
ミングにあり，この時期の時間的展望の変化を把握する上でこうし
た危機を乗り越えるという観点から検討することも重要であるとい
える。
中年期以降では時間的展望における現在の重要性が高まることが
示されているが，過去，未来についての検討意義を失うものではな
い。たとえば，日潟・岡本（2008）は，中年期の時間的展望と精神
的健康について検討を行い，40 代においては過去の受容が精神的健
康に影響することを指摘している。また，五十嵐・氏家（1999）は，
中年期には個人ではなく，時間的展望として家族の変化を基にした
将来を描いており，それらが中年期における家族関係の変化など取
り組むべき課題とその対処に関連することを示している。
他方，老年期の発達に関する研究では，回想やライフレビューを
用いた検討が行われており，これまでの自分の人生や過去を顧みる
際の態度，評価などの語りと，主観的幸福感やモラールといった現
在の適応との関連などがとりあげられている。また，白井（1997）
や都筑（1982）が指摘するように，時間的展望が個人の様々な側面
に影響を与えており，過去との向き合い方が現在の自身のありかた

と関連していることも明らかにされている。
さらに，老年期では Eriksonにより自我の統合（ego-identity）が心
理社会的課題になると提言されている（Erikson,1950 仁科訳 1977）。
この自我の統合とは「これまでの経験，生きてきた自分の人生を受
容し，死を受け入れる」ことを意味しており，老年期の回想と自我
の統合の関連などが検討されている（山口，1996）。一方，野村（2002）
は高齢者が過去を回想して述べる自己語りと心理社会的課題の達成
度について検討し，整合・一貫した語りを構成することと達成度の
関連を見出し，老年期においては過去の自分を想起し「意味」を与
えることが自我の統合に取り組む上で大きな役割を果たすとしてい
る。
以上のように、中年期以降の時間的展望に関して，現在の重要性

が高まるだけではなく、過去や未来が，現在の自己の状態や課題へ
の取り組みに関連することが示唆されている。
（2）Generativity（世代継承性）
従来は中年期の課題とされてきたGenerativityが老年期にかけても
様々な意味を持つことが報告されている（小澤，2012）。Generativity

とは，「①次世代を生み出すことと育てること，次世代の成長に関心
を注ぎ，関与すること，②ものを生み出すこと，創造すること，③
他者を支えることなどが包含される」（岡本，2018，p.3）ものである。
Erikson自身，当初は主に親役割におけるGenerativityを論じていたが，
後に子孫を生み出すだけではなく，創造性を包含する概念であると
している（Erikson & Erikson,1997 村瀬・近藤訳 2001）。Generativity

が中年期に限らず老年期においても発達するという研究結果が得
られており（丸島，2000），Generativityという課題を達成すること
が自我の統合へ寄与することが検証されている（Hannah, Domino, 

Figueredo, & Hendrickson,1996）。また，これまでの Generativityに関
する研究から，Generativityが適応に関する心理的変数（幸福感，自
尊心，精神的健康など）とは正の相関を，非適応的な心理的変数（情
緒不安定性，抑うつなど）とは負の相関を持つことが報告されてい
るが（小澤，2012），心理社会的発達の観点のみならず，より良く生
きるという点からも，中年期以降の Generativityについての多様な観
点から研究が望まれる。

Generativity の理論的検討として，McAdams&Aubin（1992）は 7
つの構成要素モデルを提示しており（Figure1），讃井・河野（2014）
は高齢者の Generativityを喚起させるためにはこの中の「関心」と「行
動」が重要な要因であると述べている。このMcAdamsらのモデル
では個人と環境（文化）の相互作用により Generativityが構成され
るとしており，この観点から福島・沼山（2019）は，個人が実子へ
の養育活動だけでなくボランティアや市民活動といった社会活動に
よって Generativityを発達させる可能性を指摘している。
このように，中年期以降老年期に至っても後の世代を育てる点で
未来という時間を指向した行動をすることが，自身の現在の課題へ
の取り組みにつながり，個が発達していくことに寄与すると考えら
れる。
このように，中年期以降の時間的展望や Generativityにおいては，
これまで重要とされてきた現在だけでなく未来についても検討して
いくことが，個々の発達を捉える上で必要であると考えられる。く
わえて，とりわけ中年期以降の未来という時間を取り上げる際には，
従来から指摘されてきた加齢にともない個人の未来を肯定的に捉え
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られなくなること（Erikson，1959 西平・中島訳 2011；下仲，1988）
や，高齢者の時間的展望が青年とは質的に異なること（原田，2001）
などを統合することが求められる。

３．時間的要素を説明する理論的枠組み

（1） SOC理論（selective optimization with compensation:補償を伴う選
択的最適化理論）
時間的経過に伴う老化や喪失を含めた発達を捉える理論として

は，活動理論や離脱理論，継続性理論などが以前より取り上げられ
てきたが，代表的なものとして SOC理論 （Baltes,1997）があげられ
る。Baltes（1997）は，常に獲得（gain）と喪失（lose）が同時に生じ，
その力動的相互作用によって成長と老化が生起すること，その特徴
を捉えることが発達を捉えることであるとし，高齢になるにつれ低
下していく心身の機能や活動水準，活動範囲に対して，人は SOC理
論を適用して対処し，適応していくとしている。つまり，低下した
状態に合わせて範囲や目標をより狭い領域で探索（選択）し，機能
の低下を補う方法や手段を得て（補償），適応する機会を増やす（最
適化）のである。加齢に伴い喪失は増加し獲得は減少するため，特
に老年期においては，SOC理論に基づく対処により人は発達的適応
が可能であると考えられている。
（2） 社会情動的選択性理論（Socioemotional Selectivity Theory;以下

SST）
SSTは Carstensen（2006）により提唱された時間的展望の知覚と

人の思考や行動の関連を説明する理論の一つであり，時間的展望が
動機づけにおいて重要な役割を果たし，その縮小により目標設定や
個人の選好，注意や記憶のような認知過程が変化するとされている。
つまり，未来の時間的展望において自身の時間を有限と知覚するか
無限と知覚するかにより，個人の考えや行動が影響されることを指
摘している。たとえば，時間が無限であると認識される場合，人は

情報や知識を得ることなどを優先し，情動的，情緒的満足を得られ
なくても，将来的に自身にとって有益となる知識や情報の獲得でき
る目標を設定し，選択を行う。一方，時間が有限であると認識され
る場合，人は将来的な利益やアドバンテージとなる情報や知識より
も現在を重視し，自身の情動的，情緒的満足を優先した目標を設定し，
選択を行う。これは，人間関係の選択やその目的においても同様で
あるとされており，時間的な終わりが近づくにつれて，心理的，情
緒的に満足が得られるより近しいパートナーと過ごす時間が増加し，
それが日常生活における情緒調整への関心の増大と関連しているこ
とが示唆されている（Carstensen,Isaacowitz,&Charles,1999）。
これまでの研究から，未来の時間的展望は加齢とともに短くなる
ことが明らかにされており（都筑，1982），加齢に伴い時間の有限性
の知覚は増加し，時間が無限であるという知覚は減少するものと考
えられ，時間的展望と年齢に関する先行研究がこのことを支持して
いる（Fung.&Carstensen,2003；池内・長田，2013 など）。加えて，目
標や選好などの変化は，加齢のみに伴って生じるのではなく，時間
の有限性が知覚されるような文脈（例えば，転居，病気，戦争など）
においても生じるとされている。つまり，若者であれ高齢者であれ，
個人の知覚する時間の有限性が社会における目標選好を変化させる
のである（Carstensen et al.,1999）。したがって，これまで態度におけ
る年齢の違い，もしくは加齢に伴う衰えの結果によるものとされて
きた若者と高齢者間の数多くの差異は，SSTにおいてはいずれによ
るものでもないことが明らかにされている（Carstensen,2006）。
先にあげた SOC理論と同様に，SSTも老年期の発達的特質の解明

に適用されており，たとえば老年期において身体機能の低下やネガ
ティブな経験が増加するにもかかわらず，生活へ適応し，幸福感が
上昇する現象であるエイジングパラドックスを説明している（伊藤・
中川，2012；権藤，2018）。
老年期という発達的特質を説明する上でのこれら 2つの理論の有

Figure 1　Seven features of generativity.(McAdams,&Aubin,1992,p.1005,Figure1)
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このように，中年期以降の時間的展望やGenerativity において

は，これまで重要とされてきた現在だけでなく未来についても検

討していくことが，個々の発達を捉える上で必要であると考えら

れる。くわえて，とりわけ中年期以降の未来という時間を取り上

げる際には，従来から指摘されてきた加齢にともない個人の未来

を肯定的に捉えられなくなること（Erikson，1959 西平・中島訳 
2011；下仲，1988）や，高齢者の時間的展望が青年とは質的に異

なること（原田，2001）などを統合することが求められる。 
 

３．時間的要素を説明する理論的枠組み 
(1) SOC 理論（selective opyimization with compensation:補償を

伴う選択的最適化理論） 
時間的経過に伴う老化や喪失を含めた発達を捉える理論とし

ては，活動理論や離脱理論，継続性理論などがかつてより取り上

げられてきたが，代表的なものとしてSOC 理論 (Baltes,1997)が
あげられる。Baltes(1997)は，常に獲得（gain）と喪失（lose）が

同時に生じ，その力動的相互作用によって成長と老化が生起する

こと，その特徴を捉えることが発達を捉えることであるとし，高

齢になるにつれ低下していく心身の機能や活動水準，活動範囲に

対して，人は SOC 理論を適用して対処し，適応していくとして

いる。つまり，低下した状態に合わせて範囲や目標をより狭い領

域で探索（選択）し，機能の低下を補う方法や手段を得て（補償），

適応する機会を増やす（最適化）のである。加齢に伴い喪失は増

加し獲得は減少するため，特に老年期においては，SOC 理論に基

づく対処により人は発達的適応が可能であると考えられている。 
(2) 社会情動的選択性理論（Socioemotional Selectivity Theory;

以下SST） 
SST はCarstensen(2006）により提唱された時間的展望の知覚

と人の思考や行動の関連を説明する理論の一つであり，時間的展

望が動機づけにおいて重要な役割を果たし，その縮小により目標

設定や個人の選好，注意や記憶のような認知過程が変化するとさ

れている。つまり，未来の時間的展望において自身の時間を有限

と知覚するか無限と知覚するかにより，個人の考えや行動が影響

されることを指摘している。たとえば時間が無限であると認識さ

れる場合，人は情報や知識を得ることなどを優先し，情動的，情

緒的満足を得られなくても，将来的に自身にとって有益となる知

識や情報の獲得できる目標を設定し，選択を行う。一方，時間が

有限であると認識される場合，人は将来的な利益やアドバンテー

ジとなる情報や知識よりも現在を重視し，自身の情動的，感情的

満足を優先した目標を設定し，選択を行う。これは，人間関係の

選択やその目的においても同様であるとされており，時間的な終

わりが近づくにつれて，心理的，情緒的に満足が得られるより近

しいパートナーと過ごす時間が増加し，それが日常生活における

情緒調整への関心の増大と関連していることが示唆されている

（Carstensen,Isaacowitz,&Charles,1999）。 
 これまでの研究から，未来の時間的展望は加齢とともに短くな

ることが明らかにされており(都筑，1982)，加齢に伴い時間の有

限性の知覚は増加し，時間が無限であるという知覚は減少するも

のと考えられ，時間的展望と年齢の関する先行研究がこのことを

支持している（Fung.&Carstensen,2003；池内・長田，2013，な

ど）。加えて，目標や選好などの変化は，加齢のみに伴って生じる

のではなく，時間の有限性が知覚されるような文脈（例えば，転
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効性について，Penningroth & Scott（2012）は若者と高齢者の個人的
な目標（ゴール）が SSTと SOC理論それぞれから予測されるもの
と異なるかどうかについて検討したところ，両者に差異がないこと
を明らかにしている。このように，SSTと SOC理論は互いに全く異
なる理論を展開するものではないが，池内・長田（2013b）は，SOC

理論がネガティブな影響を受けた機能を補うための認知的領域を対
象としている一方で，SSTは自己の情緒を充足する経験のために人
間関係や行動を選択し，関係性や情動領域を対象としていることを
両者の差異として指摘している。　　
しかしながら，高齢者特有の反応や行動を SOC理論では能力の低
下や喪失の増加による適応として説明されるのに対して，SSTでは
時間的展望の変化により自身が情動的な充足を得ることを目標とし
た積極的な選択の結果であると考えられることから，老年期のウェ

ルビーイングを高めていく上では SSTの観点から検討していくこと
がより重要であると考えられる。

４．SSTに関する日本の研究状況

SSTに関する研究は海外において数多く行われているが，日本を
含むアジア諸国の人を対象とした研究は非常に少ないといわれてい
る（池内・長田，2013）。たとえば，国立情報学研究所の CiNiiによ
る「Socioemotional selectivity」及び「社会情動的選択性理論」をキー
ワードとした検索結果でも，Table1 に示すように重複内容を除くと
わずかに 11篇に過ぎない（検索は 2020 年 9月に行われた）。
これらを概観すると，若年者と高齢者の比較による検討，もしく
は高齢者のみの検討から，高齢者の特徴を明らかにしているものが
多く，ほとんどの結果から高齢者が情動的動機づけにより肯定的感

Table 1　SST を用いた日本における研究論文
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居，病気，戦争など）においても生じるとされている。つまり，

若者であれ高齢者であれ，個人の知覚する時間の有限性が社会に

おける目標選好を変化させるのである（Carstensen et al.,1999）。
したがって，これまで態度における年齢の違いもしくは加齢に伴

う衰えの結果によるものとされてきた若者と高齢者間の数多くの

差異は，SST においてはいずれによるものでもないことが明らか

にされている（Carstensen,2006）。 
先にあげた SOC 理論と同様に，SST も老年期の発達的特質の

解明に適用がなされており，たとえば老年期において身体機能の

低下やネガティブな経験が増加するにもかかわらず，生活へ適応

し，幸福感が上昇するエイジングパラドックスという現象（伊藤・

中川，2012；権藤，2018）を説明している権藤，2018）。 
老年期という発達的特質を説明する上でのこれら2つの理論の

有効性について，Penningroth & Scott（2012）は若者と高齢者

の個人的な目標（ゴール）をSST とSOC 理論とで予測される内

容が異なるかどうかを検討したところ，両者に差異がないことを

明らかにしている。このように，SST と SOC 理論は互いに全く

異なる理論を展開するものではないが，池内・長田（2013b）は，

見知な主容内究研者象対誌載掲年刊発者著

河崎 円香 ・
増本 康平

2009 生老病死の行動科学 高齢者

日本人高齢者が情動的広告と合理的広告の
どちらを好むのか，刺激となる広告の提示
と再認課題による実験を行い，記憶と評価
の2側面から検討した。

単に「高齢者」だから情動的広告を好む，あるいは単に「高齢者」だ
から合理的広告を好むのではなく，各高齢者の認知機能が広告に対す
る評価において重要な役割を果たしていることが示唆された。

渡部 諭・
渋谷泰秀

2011
研究結果報告書

三井住友海上福祉財団
若年者
高齢者

詐欺被害傾向と諸要因の関連性について，
社会情動的選択性理論の枠組みを用いた説
明可能性の検証を行った。

未来展望が高いと詐欺被害傾向が低下することが示された。また，女
性群においてのみ，行動の積極性と失敗に対する不安と詐欺被害傾向
に有意な正の相関がみられたことから，高齢女性の認知機能の低下が
詐欺被害にあう可能性の増加に結び付く可能性が示された。

秋山 学 ・
清水 寛之

2012 認知心理学研究
若年者
高齢者

若年者と高齢者の購買に関する自伝的記憶
特性について，記憶特性質問紙（MCQ）の
質問項目を含む質問紙を用いて検討した。

高齢者は必ずしもレミニセンス・バンプ（10～30歳の頃に経験した出
来事が想起されやすいという現象）を示すわけではないことが明らか
にされた。さらに，ポジティブであると認識される出来事は若年者で
も高齢者でもより多く想起された。

池内 朋子 ・
長田 久雄

2013a 老年学雑誌 高齢者
Future Time Perspective Scale の日本語版
の作成を行った。

Future Time Perspective Scaleの日本語版の作成を行った。尺度の2
因子構造，信頼性，妥当性が検証され，利用可能であることが示され
た。

加藤 公子 ・
木村 ゆみ ・
吉崎 一人

2014
愛知淑徳大学論集
―心理学部篇―

高齢者

ワーキングメモリ課題において，ポジティ
ブもしくはニュートラルなディストラク
ターをターゲットと同時に提示し，高齢者
の注意制御の特徴を社会情動的選択性理論
の観点から検討した。

高齢者は積極的にポジティブな情報を取り込もうとする動機づけによ
り，課題とは全く無関連な刺激であってもそれがポジティブな意味を
もつ刺激であれば処理を促進させる傾向が認められた。

上野 大介・
権藤 恭之・
佐藤 眞一・
増本 康平

2014 認知心理学研究
若年者
高齢者

感情価が顕在記憶と潜在記憶に及ぼす影響
に関する年齢差の検討のため，ポジティ
ヴ，ネガティヴ，ニュートラルの写真を
ニュートラルの単語の直前に提示し，単語
を記銘する実験を行った。

顕在記憶では若年者群のネガティヴ条件の成績が高く，高齢者群にポ
ジティヴ優位性が確認された。潜在記憶では両年齢群ともポジティヴ
条件とネガティヴ条件の成績がニュートラル条件の成績よりも高かっ
た。これらの結果は，ポジティヴ優位性が意図的な処理で生起してい
ることを明らかにし，社会情動的選択性理論を支持するものであっ
た。

澤岡 詩野 2014 応用老年学
後期高齢者

男性

後期高齢者である企業退職者がインター
ネットをどのように位置づけているかにつ
いて，半構造化面接によって得られたデー
タをM-GTAを用いて分析，検討した。

残された人生の時間を有限と知覚する時間的展望が人間関係の選択に
影響を及ぼすとともに，インターネット利用の位置づけも異なるもの
であった。

木村 年晶・
内山 伊知郎

2015 健康心理学研究
大学生

前期高齢者
後期高齢者

高齢者の保有する親密な関係と幸福感の関
連について，親密度をサークル上に配置さ
れた直接的な距離として測定し，さらに親
密度とは別に情動価を測定し，検討した。

肯定的な感情を持つ他の人との相互作用を選択することが高齢者の主
観的幸福感に必要であるということが示唆され，社会情動的選択性理
論を支持するものであった。

進藤 将敏 2017
青森暁の星短期大学研

究紀要
若年者
高齢者

社会情動的選択性理論に基づいた，高齢者
が嘘の情報を本当の情報と誤って想起しや
すい心理的メカニズムの解明のため，①真
偽情報の提示と再認課題，②短期記憶課題
の2つを実施し，検討した。

記憶機能を認知的資源として活用することに限界が生じやすい高齢者
について，情動価（楽観性）を伴った認知的資源が誘発されることが
考えられ，社会情動的選択性理論の知見と整合するものであった。

吉川 裕子 2017 福祉社会開発研究 独居高齢者

生活環境への新たな適応が，独居高齢者の
ソーシャルサポートにどのような影響を与
えるのか，半構造化面接により得られた内
容を質的データ分析法を用いて分析した。

独居高齢者は自身の残存機能での適応が困難になると，他者の能力を
査定しサポート可能性を推測していること，また，謝意を伝えること
により，協力的な人間関係を実現し，肯定的な感情を得ていると考え
られる。

榊原 良太 2018 感情心理学研究 成人全般

個人の主観的な人生の残り時間を直接的に
測定し，感情制御や幸福感，人生満足度な
どの心理的変数との関係を検討し，SSTに
ついての検証を行った。

主観的な人生の残り時間の「短さ」が，適応的な感情抑制の使用を促
すというSSTの仮定を検証したが，結果はSSTの仮定を支持するもの
ではなく，今後の理論的な再考を迫るものであると言える。

Table 1 SST を用いた日本における研究論文 

― 82 ―

情，不安を解消する行動や人間関係を選択していること，高齢者の
認知処理過程においても肯定的（ポジティブ）なものの優先順位が
高くなることが示唆され，SSTが支持されている。唯一，榊原（2018）
が SSTに対して疑義を呈するにとどまった。
また，実験やインタビュー調査では，対象者数が少なく，得られ
た結果については慎重な解釈が求められるものも含まれていた。さ
らに，SSTにおいては時間的展望が重要な概念となるにもかかわら
ず，変数として取り上げていない研究も複数見られており，これら
では時間的展望が年齢と関連することを前提とした検討，解釈がな
されていた。加えて，主として加齢による変化を認知，情動，行動
という側面から検討されており，これらの論文の掲載誌に発達心理
学関連の学会誌がないように，発達心理学的観点からの検討が必ず
しも十分になされていないことが示唆された。
研究の量からいえば，池内・長田（2013b）が 2012 年に CiNii及

び社会老年学文献データベース DiaLを用いて行った同様の検索で
はヒットが 2件のみであったことを踏まえると，日本における SST

に関わる研究がわずかながら増加しつつあるといえる。また，当初
SSTは対人関係や行動の変化を説明する理論として展開されていた
が，その後主観的幸福感や健康行動との関連（中川，2010），認知情
報処理モデルにおける適用（権藤，2018）など研究範囲は広がって
きており，今後もさらなる発展が期待されるところである。

５．SSTに基づく老年期の発達的検討の必要性

SSTを用いた海外での研究でも，未来展望における時間の有限性
を条件づけた検討において，年齢に関係なく時間的展望による動機
づけが生じ，目標や人間関係の選択が影響されることが実証されて
いる。しかしながら，転居や卒業などある種の時間的な限界を状況
として設定するような統制された条件下の検討だけでは，現実社会
でリアリティをもって生活する個人を理解することはできないとい
える。つまり，発達のプロセスで出会う生活や人生における出来事
の中で，個人が時間の有限性をどのように感じているのか，それが
動機づけや行動にどのような影響を及ぼすのかを検討することが，
SSTの観点から発達を捉えるために有用であると考えられる。特に，
喪失や低下といった時間の有限性を認識しやすいとされる中年期以
降のライフイベントについて，SSTを用いた実証的研究の蓄積が求
められるといえよう。さらには，検討内容に中年期以降の心理社会
的発達課題である Generativityや自我の統合を取り上げることによ
り，これまでの研究との比較による多面的検討が可能となり，より
広い発達心理学的知見がえられるものと考えられる。
先に述べたように，未来展望に関しては年齢とともに狭まってい

くことがすでにこれまでの研究から明らかにされているが，たとえ
ば子どもの自立，親や配偶者の死などの中年期以降のライフイベン
トを経験する年齢は個人によって異なるため，未来展望について年
齢による変化を統制することができず，年齢だけを要因として検討
し，解釈することは問題があると思われる。この問題を解決するた
めにも，多くの個人が共通して喪失や低下を経験する中年期～老年
期の発達的検討を行うためには，年齢だけでなく，日本においては
定年退職などを含む標準的，個人的ライフイベントを変数に組み入
れ，SSTを用いた検討を行うこと重要であると考えられる。
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効性について，Penningroth & Scott（2012）は若者と高齢者の個人的
な目標（ゴール）が SSTと SOC理論それぞれから予測されるもの
と異なるかどうかについて検討したところ，両者に差異がないこと
を明らかにしている。このように，SSTと SOC理論は互いに全く異
なる理論を展開するものではないが，池内・長田（2013b）は，SOC

理論がネガティブな影響を受けた機能を補うための認知的領域を対
象としている一方で，SSTは自己の情緒を充足する経験のために人
間関係や行動を選択し，関係性や情動領域を対象としていることを
両者の差異として指摘している。　　
しかしながら，高齢者特有の反応や行動を SOC理論では能力の低
下や喪失の増加による適応として説明されるのに対して，SSTでは
時間的展望の変化により自身が情動的な充足を得ることを目標とし
た積極的な選択の結果であると考えられることから，老年期のウェ

ルビーイングを高めていく上では SSTの観点から検討していくこと
がより重要であると考えられる。

４．SSTに関する日本の研究状況

SSTに関する研究は海外において数多く行われているが，日本を
含むアジア諸国の人を対象とした研究は非常に少ないといわれてい
る（池内・長田，2013）。たとえば，国立情報学研究所の CiNiiによ
る「Socioemotional selectivity」及び「社会情動的選択性理論」をキー
ワードとした検索結果でも，Table1 に示すように重複内容を除くと
わずかに 11篇に過ぎない（検索は 2020 年 9月に行われた）。
これらを概観すると，若年者と高齢者の比較による検討，もしく
は高齢者のみの検討から，高齢者の特徴を明らかにしているものが
多く，ほとんどの結果から高齢者が情動的動機づけにより肯定的感
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したがって，これまで態度における年齢の違いもしくは加齢に伴

う衰えの結果によるものとされてきた若者と高齢者間の数多くの

差異は，SST においてはいずれによるものでもないことが明らか

にされている（Carstensen,2006）。 
先にあげた SOC 理論と同様に，SST も老年期の発達的特質の

解明に適用がなされており，たとえば老年期において身体機能の

低下やネガティブな経験が増加するにもかかわらず，生活へ適応

し，幸福感が上昇するエイジングパラドックスという現象（伊藤・

中川，2012；権藤，2018）を説明している権藤，2018）。 
老年期という発達的特質を説明する上でのこれら2つの理論の

有効性について，Penningroth & Scott（2012）は若者と高齢者

の個人的な目標（ゴール）をSST とSOC 理論とで予測される内

容が異なるかどうかを検討したところ，両者に差異がないことを

明らかにしている。このように，SST と SOC 理論は互いに全く

異なる理論を展開するものではないが，池内・長田（2013b）は，

見知な主容内究研者象対誌載掲年刊発者著

河崎 円香 ・
増本 康平

2009 生老病死の行動科学 高齢者

日本人高齢者が情動的広告と合理的広告の
どちらを好むのか，刺激となる広告の提示
と再認課題による実験を行い，記憶と評価
の2側面から検討した。

単に「高齢者」だから情動的広告を好む，あるいは単に「高齢者」だ
から合理的広告を好むのではなく，各高齢者の認知機能が広告に対す
る評価において重要な役割を果たしていることが示唆された。

渡部 諭・
渋谷泰秀
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研究結果報告書

三井住友海上福祉財団
若年者
高齢者

詐欺被害傾向と諸要因の関連性について，
社会情動的選択性理論の枠組みを用いた説
明可能性の検証を行った。

未来展望が高いと詐欺被害傾向が低下することが示された。また，女
性群においてのみ，行動の積極性と失敗に対する不安と詐欺被害傾向
に有意な正の相関がみられたことから，高齢女性の認知機能の低下が
詐欺被害にあう可能性の増加に結び付く可能性が示された。

秋山 学 ・
清水 寛之

2012 認知心理学研究
若年者
高齢者

若年者と高齢者の購買に関する自伝的記憶
特性について，記憶特性質問紙（MCQ）の
質問項目を含む質問紙を用いて検討した。

高齢者は必ずしもレミニセンス・バンプ（10～30歳の頃に経験した出
来事が想起されやすいという現象）を示すわけではないことが明らか
にされた。さらに，ポジティブであると認識される出来事は若年者で
も高齢者でもより多く想起された。

池内 朋子 ・
長田 久雄

2013a 老年学雑誌 高齢者
Future Time Perspective Scale の日本語版
の作成を行った。

Future Time Perspective Scaleの日本語版の作成を行った。尺度の2
因子構造，信頼性，妥当性が検証され，利用可能であることが示され
た。

加藤 公子 ・
木村 ゆみ ・
吉崎 一人

2014
愛知淑徳大学論集
―心理学部篇―

高齢者

ワーキングメモリ課題において，ポジティ
ブもしくはニュートラルなディストラク
ターをターゲットと同時に提示し，高齢者
の注意制御の特徴を社会情動的選択性理論
の観点から検討した。

高齢者は積極的にポジティブな情報を取り込もうとする動機づけによ
り，課題とは全く無関連な刺激であってもそれがポジティブな意味を
もつ刺激であれば処理を促進させる傾向が認められた。

上野 大介・
権藤 恭之・
佐藤 眞一・
増本 康平

2014 認知心理学研究
若年者
高齢者

感情価が顕在記憶と潜在記憶に及ぼす影響
に関する年齢差の検討のため，ポジティ
ヴ，ネガティヴ，ニュートラルの写真を
ニュートラルの単語の直前に提示し，単語
を記銘する実験を行った。

顕在記憶では若年者群のネガティヴ条件の成績が高く，高齢者群にポ
ジティヴ優位性が確認された。潜在記憶では両年齢群ともポジティヴ
条件とネガティヴ条件の成績がニュートラル条件の成績よりも高かっ
た。これらの結果は，ポジティヴ優位性が意図的な処理で生起してい
ることを明らかにし，社会情動的選択性理論を支持するものであっ
た。

澤岡 詩野 2014 応用老年学
後期高齢者

男性

後期高齢者である企業退職者がインター
ネットをどのように位置づけているかにつ
いて，半構造化面接によって得られたデー
タをM-GTAを用いて分析，検討した。

残された人生の時間を有限と知覚する時間的展望が人間関係の選択に
影響を及ぼすとともに，インターネット利用の位置づけも異なるもの
であった。

木村 年晶・
内山 伊知郎

2015 健康心理学研究
大学生

前期高齢者
後期高齢者

高齢者の保有する親密な関係と幸福感の関
連について，親密度をサークル上に配置さ
れた直接的な距離として測定し，さらに親
密度とは別に情動価を測定し，検討した。

肯定的な感情を持つ他の人との相互作用を選択することが高齢者の主
観的幸福感に必要であるということが示唆され，社会情動的選択性理
論を支持するものであった。

進藤 将敏 2017
青森暁の星短期大学研

究紀要
若年者
高齢者

社会情動的選択性理論に基づいた，高齢者
が嘘の情報を本当の情報と誤って想起しや
すい心理的メカニズムの解明のため，①真
偽情報の提示と再認課題，②短期記憶課題
の2つを実施し，検討した。

記憶機能を認知的資源として活用することに限界が生じやすい高齢者
について，情動価（楽観性）を伴った認知的資源が誘発されることが
考えられ，社会情動的選択性理論の知見と整合するものであった。

吉川 裕子 2017 福祉社会開発研究 独居高齢者

生活環境への新たな適応が，独居高齢者の
ソーシャルサポートにどのような影響を与
えるのか，半構造化面接により得られた内
容を質的データ分析法を用いて分析した。

独居高齢者は自身の残存機能での適応が困難になると，他者の能力を
査定しサポート可能性を推測していること，また，謝意を伝えること
により，協力的な人間関係を実現し，肯定的な感情を得ていると考え
られる。

榊原 良太 2018 感情心理学研究 成人全般

個人の主観的な人生の残り時間を直接的に
測定し，感情制御や幸福感，人生満足度な
どの心理的変数との関係を検討し，SSTに
ついての検証を行った。

主観的な人生の残り時間の「短さ」が，適応的な感情抑制の使用を促
すというSSTの仮定を検証したが，結果はSSTの仮定を支持するもの
ではなく，今後の理論的な再考を迫るものであると言える。

Table 1 SST を用いた日本における研究論文 
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情，不安を解消する行動や人間関係を選択していること，高齢者の
認知処理過程においても肯定的（ポジティブ）なものの優先順位が
高くなることが示唆され，SSTが支持されている。唯一，榊原（2018）
が SSTに対して疑義を呈するにとどまった。
また，実験やインタビュー調査では，対象者数が少なく，得られ
た結果については慎重な解釈が求められるものも含まれていた。さ
らに，SSTにおいては時間的展望が重要な概念となるにもかかわら
ず，変数として取り上げていない研究も複数見られており，これら
では時間的展望が年齢と関連することを前提とした検討，解釈がな
されていた。加えて，主として加齢による変化を認知，情動，行動
という側面から検討されており，これらの論文の掲載誌に発達心理
学関連の学会誌がないように，発達心理学的観点からの検討が必ず
しも十分になされていないことが示唆された。
研究の量からいえば，池内・長田（2013b）が 2012 年に CiNii及

び社会老年学文献データベース DiaLを用いて行った同様の検索で
はヒットが 2件のみであったことを踏まえると，日本における SST

に関わる研究がわずかながら増加しつつあるといえる。また，当初
SSTは対人関係や行動の変化を説明する理論として展開されていた
が，その後主観的幸福感や健康行動との関連（中川，2010），認知情
報処理モデルにおける適用（権藤，2018）など研究範囲は広がって
きており，今後もさらなる発展が期待されるところである。

５．SSTに基づく老年期の発達的検討の必要性

SSTを用いた海外での研究でも，未来展望における時間の有限性
を条件づけた検討において，年齢に関係なく時間的展望による動機
づけが生じ，目標や人間関係の選択が影響されることが実証されて
いる。しかしながら，転居や卒業などある種の時間的な限界を状況
として設定するような統制された条件下の検討だけでは，現実社会
でリアリティをもって生活する個人を理解することはできないとい
える。つまり，発達のプロセスで出会う生活や人生における出来事
の中で，個人が時間の有限性をどのように感じているのか，それが
動機づけや行動にどのような影響を及ぼすのかを検討することが，
SSTの観点から発達を捉えるために有用であると考えられる。特に，
喪失や低下といった時間の有限性を認識しやすいとされる中年期以
降のライフイベントについて，SSTを用いた実証的研究の蓄積が求
められるといえよう。さらには，検討内容に中年期以降の心理社会
的発達課題である Generativityや自我の統合を取り上げることによ
り，これまでの研究との比較による多面的検討が可能となり，より
広い発達心理学的知見がえられるものと考えられる。
先に述べたように，未来展望に関しては年齢とともに狭まってい

くことがすでにこれまでの研究から明らかにされているが，たとえ
ば子どもの自立，親や配偶者の死などの中年期以降のライフイベン
トを経験する年齢は個人によって異なるため，未来展望について年
齢による変化を統制することができず，年齢だけを要因として検討
し，解釈することは問題があると思われる。この問題を解決するた
めにも，多くの個人が共通して喪失や低下を経験する中年期～老年
期の発達的検討を行うためには，年齢だけでなく，日本においては
定年退職などを含む標準的，個人的ライフイベントを変数に組み入
れ，SSTを用いた検討を行うこと重要であると考えられる。
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１．事の発端

人間発達環境学研究科には、兵庫県神戸師範学校から伝来する
18 世紀アメリカ製の天体望遠鏡が保管されている。当時の世界トッ
プメーカーのひとつであるアルヴァン・クラーク社（Alvan Clark & 

Sons）製の 4インチ屈折望遠鏡で、対物レンズが若干曇ってはいる
ものの、現在でもピント調整が可能で鶴甲キャンパスの学舎の窓か
ら大阪湾沿いの建物が確認できる状態にある。明治初期の師範学校
は化学実験の器具にも事欠くような状況であったらしいが、何故こ
のような天体望遠鏡があったのかについては、奇妙な伝承がある。
金星の太陽面通過は 100 年以上の間隔で繰り返される一生に一度
遭遇できるかどうかの天文イベントで、直近では 2004 年・2012 年
の 6月に観測された。その前は 1874 年・1882 年の 12 月までさかの
ぼる。惑星の公転半径の相対比はケプラーの法則により早くから高
い精度で求められていたが、それに比して基準となるべき地球の公
転半径「１天文単位」の決定精度は低いままであった。これに対し
てハレー（1656-1742）は、地球上の離れた 2点で金星の太陽面通過
を同時観測することで精度の高い測定ができると提言した。日食と
同じくその現象が起こる時間帯に太陽が見えている地域でしか観測
できないため、江戸時代にあたる 1761 年・1769 年に当時の先進国
は条件を満たす地域に観測隊を派遣した。これは「人類史上最初の
世界的科学プロジェクト」と言われている。［1］ そして、次の機会と
なった 1874 年（明治 7年）に観測可能な地域は日本やオセアニアと
なったため、アメリカ、フランス、メキシコ各国の観測隊が開国し
て間もない日本（長崎、神戸、横浜）にやってきた。［2,3］ フランス
の観測隊は天候が恵まれないリスクも考慮し２箇所に分かれること
にして、本隊が長崎の金比羅山で観測を行い、別働隊が神戸の諏訪
山で観測を行った。諏訪山の観測地には石碑が建てられ金星台と名

付けられ、現在では公園となっている。
昭和になってから出版された『兵庫縣御影師範學校創立六十周年
記念誌』（1936 年刊行）などに明治 18 年前後に御影師範の前身校で
ある神戸師範学校の教諭として在籍した横地石太郎先生が当時の思
い出を寄稿し、望遠鏡についても言及している。［4,5］ そこには、神
戸での金星観測を終えたフランス隊が観測成功の謝礼として、観測
に使用した望遠鏡を兵庫県に寄贈し、それが県立の師範学校にもた
らされたとある。さらに、この記念誌が刊行された頃には金星台は
神戸の一名蹟となっていたが、この由緒ある望遠鏡を一学校内に「死
蔵」せずに金星台に観測所を建設して市民の観望に供してはどうか、
という提言まで行っている。
ただ残念なことに、保管されている望遠鏡には Cambridgeport 

Mass USAという製造地とともに Alvan Clark & Sons 1876 という製造
年の刻印があり、1874 年の金星観測で使用された可能性は否定され
る。また当時の記録によれば、フランス隊が神戸で使用した望遠鏡
はフランスのバルドー社製とドイツのスタインハイル社製のものと
されており、フランス隊がアメリカ製の望遠鏡を持ち込んだという
記録も無い。
しかしながら、備品も乏しい明治初期の師範学校に当時の世界最
先端の天体望遠鏡が保有されていた事実はゆるがず、その来歴に関
する謎は残されたままである。「六甲星見台」に関する調査は、この
望遠鏡の来歴に関する手がかりを求める過程で「寄り道」的になさ
れたものである。なお、この望遠鏡に関連する調査の過程で集めた
資料は下記Webページにまとめてある。
http://neweb.h.kobe-u.ac.jp/~aoki/telescope.html

「六甲星見臺」址を探して

Search for the Ruins of “Rokko Star Obsevatory”

青木　茂樹＊
Shigeki AOKI＊

要約： 1920 年（大正 9年）に創刊され、現在も刊行されている東亜天文学会の機関誌『天界』の第 15 巻（1935（昭和 10））の第
166 号と第 167 号において、アマチュア天文家夫妻が自宅敷地内に設けた私設天文台「六甲星見台」が写真入りで紹介されている。
アマチュアながら、当時、日本最大と言われた口径 47cmの反射鏡を英国から輸入するなどして六甲の地で観測を行っていた天文
台の址を何らかの方法で確認できないものかと思い、調査を開始した。大半は 2017 年の夏に行った調査であるが、その調査の経
緯と結果について報告としてまとめておきたい。
キーワード：六甲星見台、萑部進、萑部守子、今昔マップ、地図・空中写真閲覧サービス
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